
『捷解新語 』 の語 彙 改訂の方 向性 一 語種改訂を中心に

朴 真 完

1.先 行研 究 と問題提 起

『捷解 新語 』 は朝鮮 時 代 司訳 院で 編纂 され た 日本語 会話 教科 書で あ る。 『捷 解新 語』 は 、

同時代 の他 の 日本 ・朝鮮 国 内資料 と区別 され る重要 な特徴 を持 つ。 それ は、そ の原刊 本(1676

年)が 一次 改修本(1748年 刊行 、以下 、改修 本)と 二次 改修 本(1760年 代 頃刊行 、現在未発 見)を 経

て、重刊本(1781年 刊行)ま で、同 じ内容 が三回 にわたって改訂 され た ことであ る。 したが っ て、

百余 年 にわ た って の両 国語 の 変化様 相 を調 べ るこ とが 可能 で、 日本語 の中 ・近世 にお け る言

語 変 化 を反 映 す る資 料 と して注 目され て き た。 また 『捷 解 新語』 は 、原文(中 世 ・近世 日本

語)と 対訳 文(近 代 韓国 語)の 形 式 を取 っ てい るため 、 日本語 と朝 鮮語 の歴 史的 な考 察 にお い

て 、両 国語 を互い に対 照す る こ とに よって客観 的 な研究 が可能 で ある。

これ まで 『捷 解 新語 』 の語彙 につ いて の研 究 は大 き く三 つの方 向 か ら進 め られ て きた。 ま

ず個 別語 彙 の変化 に重 点 をお い た研究(ll、『捷 解新 語』 の語彙 と他 資料 の語 彙 を比較検 討 した

研究 ②、そ して 『捷 解新 語』 の語 彙 を計 量的 に考察 した研 究(3)であ る。

本稿で取り扱 う語(Q改 訂についても先行研究で既に論じられたことがあるが、主に日本

語文の分析に留まっており、その対訳文である朝鮮語文の語種改訂との関係については十分

検討 されていない。 したがって、ここでは 『捷解新語』三本(原刊本、改修本、重刊本の総

称)を対象とし、原文と対訳文の語種改訂の例を提示して分析することを主な目的とする。

またその分析の結果を基に、『捷解新語』語種改訂の様相と方向性、そして語種改訂の目的

について述べる。

2.語 種 改 訂の様 相

2.1漢 語 化

本章では、『捷解新語』語種改訂の様相を調べる。本稿での調査方法は次のとおりである。
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まず 『捷解新語』 の語 彙 を、漢譜5)と 固有語(和 語 とハ ングル)に 大別 し、各刊本 にお けるその使

用状況 を調べ る。調 査対 象語 は、体言 、用言 、修飾語 等の実 質的 な成 分 に限 り、三本 を通 じて

語種 の変化 が見 られ る例だ けを対象 とす る。 また語種 改訂 の把握 を容 易 にす るた め、 日本 語 文

での仮名 で書かれ ている漢語 を漢字 で示 し、また朝鮮 語文でハ ングル表 記 され た 漢語 も漢 字 で

表す。漢字表 記 につい ては、京都 大学文 学部 国語 学国文 学研究 室(1973)と 安 田章 ・鄭光(1991)

に拠 った。

次 に、 表 の作成方 法 につ いて簡 単に述 べ る と、 まず原 文で の語 種 改訂 の例 を巻 数 、丁 数順

に示 す。 表題語 は、漢 語化 の場合 は改訂 後 の漢語 を挙 げ、 固有語 化 の場 合 は改訂 前 の漢 語 を

挙 げてお く。 ま た各 々原文 の単 語に該 当す る対訳 文 も並記す る。 この 時、 ハ ン グル 表記 され

た漢 語 は、括 弧 の中 にその 元 の漢字 を表す。 そ して重 刊本段 階 で該 当語 、該 当部分 が 削除 さ

れ た場合 に は空 白の まま残 して お く。 最後 に原文 の語種 変化 に伴 う対訳 文 の語 種変 化 には 、

他の例 と区別 す るた めに網 かけ を施 しておい た。

この よ うな方 針 に従 って 、改訂 に よる語 種 変化 の例 を調査 してい く。 原文 での漢 語化 の例

を示 せば次 の とお りであ る。

〈表1>和 語が漢語に改訂された例(改修本段階)

番

号

1

z

3

4

5

6

7

8

刊本

表題語

平座す

安心す

今 日

大船

水夫

方方

姓名

在前

原刊本

原文

ろ くにいとら

しられ

きおの はしま

るした

けう

お うふ ね

ふなご

かたかた

うちな

いま

対訳文

廻(便)0―

0上b杢<1 .2b>

t-CO
AZ四 ―

<1.4b>

Qz<1.13a>

≡≡ 目1<1.13b>

零己(格君)

<1.13b>

方 方<1.14b>

姓 名<1.16b>

Atコト<1.23b>

呂測1<8.8a>

改修本

原文

御 へい さな さ

れませい

あん しんいた

しました

こんにち

たいせん

すいふ

は うはう

せいめい

さいせん

対訳文

理 δ―

∈廿禽杢<1.3b>

重刊本

原文

御へ い さな さ

れませい

あん しんいた

しま した

こんにち

≡たいせん

水夫 く1.19a>

方方 く1.20b>

重生名 く1.24b>

ofトフト〈1
.35b>

、在蕪 萎8麟 襲〉、,

すいふ

は うは う

せい めい

さいせん

対訳文

of

or1<1.3b>

安心香一

<1.6a>

今 日<1.16b>

大 船<1.17b>

水 夫 く1.17b>

方 方 く1.18b>

姓 名 く1.22a>

ofフ ト〈1:.〉

在 前 く8.9a>
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9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

病気

食事

病身

着

作病

不快

珍重

食物

委細

明 日

灸

明後 日

公用

きあいけ

きあい

くいもの

やまいけな

くる

御あ りつき

か とや まい

きあいけ

めてた う

めてた う

くいもの

た しか に

あす

やいと

あさて

くにの こと

廻(便)E―

0トLト<1.26b>

0〔病)<1.27b>

0<i.29a>

碧く1.29b>

酬≡}契

く1.27b>

曽(病)芒

<1.27b>

4一 く1.27b>

又{垂一<5.20a>

9曽(イ 羊病)

<1.30b>

oz-<2.2a>

0曙 〔1針香一

<2.3a>

Ol竃9-

<8.14a>

[H≡}契 く2.8a>

不 蝋 仔 細)

<2.10b>

H望(来 日)

<2.14b>

㌧10fz<4.7a>

o`<2.17b>

≦丑里}<3.28b>

しt己卜望<4.4b>

御ひや うき

御ひや うき

しよくし

ひや うしんな

ちや く

御 ちや く

さくひや う

御ふ くわい

ちんちや うに

ちんちうに

しよくもつつ

いさいに

みや うにち

き う

みや うこにち

こ うよ う

病く1.43a>

病くt.43b>

病〈1.44b>

繋 懸1

病身 塾

<1.41a>

4-<1.41b>

4-<5.29a>

ok
O病 〈1..〉

曽{≡≡一<2.2b>

≡望!三≦≧―<2,4a>

裂UI

<8.21a>

卑量 畏

く2.11b>

不帰δ1

<2.14b>

㌧1望<2.21b>

明 日<4.9b>

醤<2.26a>

L卜己トofz〈4.6b>

御ひや うき

ひや うしんな

ちや く

御 ちや く

さくひやう

御ふ くわい

ちんちや うに

ちんち うに

しよくもつつ

いさいに

みや うにち

みや うこにち

こ うよ う

病<2.1b>

病 身aiC

<2.2b>

4-<2.3a>

s≧―<520b>

oko<2.5a>

oz-<2.8b>

≡_1〈2,10a>

謬 目―

<8.15a>

卑 曾 憂

く2.16b>

不 川同

く2.19b>

明 目く2.22b>

明 日<4.9b>

明後 日<4.1b>

しト己卜9圭<4.6b>
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25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

帰国

料簡(す)

急

手段

十分

二 日三日

所持す

反答

前後

恐悦

自分

大酒

祝言

辞儀

今月

も とり

お もいあわせ

て

そんする

あ して

おもゑわけ

いそき

たくみ

いか う

ふつかみか

もちまる した

こたい

あ とさき

めてた う

こち

おお さけ

いわ うて

しん しや く

このつ き

LFフF一 く4.7a>

思合0-

<4.16b>

習 ⊇穿<8.7a>

習 計 言一

く8.8a>

思分 香一

く9.13b>

曳 団<4.19a>

ヨ 己1(妙理)

<4.19a>

マ 召〈5.8b>

二 日三 日

く5.9b>

C_T<5 .24a>

CIGVC〔 対答)

<5.26b>

前 後く5.28b>

0屠 旨一

く6.2a>

♀ 己[<6.3a>

コ1再 § 壽

<6.5b>

祝願 く6.6b>

.l°k.o僻 調

く6.7b>

0【 霊<6.11a>

きこく

りや うけんさ

つしやれて

りや うけん

御 りや うけん

なされ

りや うけんな

されて

き うに

しゆたん

す いふん

にさんにち

しよちいた し

ました

へん とう

せん こ

きや うゑつ

しふ ん

たい しゆ

しゆ うけん

御 しき

こんけつ

フトー〈4.10a>

量 見 香一

く423b>

想 計<8.10a>

弩2‡ξ～

<8.1tb>

思 見 ξ―

<9.19b>

5せU―<4.27a>

手 端 く4.27b>

マ召〈5,了2a>

二 三 日〈5.13b>

⊆r一く5 .35a>

qCFC<5.38b>

前 後<5.47a>

Jlc目1<6 .3a>

♀ 己―<6.4a>

フ1罵重 倉

<6.7b>

祝 言 く6,10a>

る9<6.11a>

of茎 く6.16a>

きこく

りや うけんさ

つ しやれて

御 りや うけん

な され

おほ しめ しく

たされて

しゆたん

すいふん

われわれ

たい しゆ

しゆ うけん

御 しき

こんけつ

フE―<4―10a>

量見 香一

<4.22a>

OX40―

<8.9a>

を―フト0_o一鴨

<9.9b>

手段 〈4.25a>

0+<5.10b>

♀ 己【<6.3a>

フi畢 重 愈

く...〉

祝 言 く6.8b>

る2ξ<6.9b>

今 月 く6.14a>
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43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

揚陸す

無礼

城下

粗末

用意

使者

路中

昨 日

最前

半月

饗応

両人

到着す

推察

享

楽

老母

邪心

無類

ふねにお り

む しつけな

くに

させ らん

しまい

御つかい

みちすから

きの う

みきか ら

はんつき

ふ るまい

ふた りしゆ

まいた

お もうて

いはち

はや し

ははちやもの

御 うたかい

くらひなき

t-1〔川Lマ 己1人―コ―

<6.21a>

早 到(無 識)香 一

く7.3b>

エユ≡垂く7.3b>

岩 音(不 関)重

<7.5b>

男 壬(挙 措)

<7.10b>

使 〈7.15b>

路次 く7.16a>

σ1天ll<7.22b>

呂 月1<8,8a>

dFz<B.Sa>

振 舞 く8,10a>

早d<8.10b>

≦z一く8.14b>

L刻フ1-<8.16b>

宴 享<8.17a>

琶旨(風流)

<827a>

(N日―<8.27a>

到 醤 擬 心)

<9.6a>

酬(比 陰CI

暫 き<9.20b>

や う りく な さ 、

る

ふれいな

しや うか

そまつっな

よ うい

御 ししや

とうちう

さ くしっ

さいせん

はんけっ

御 きや うおお

御 りや うにん

とうちや くい

た しま して

す いさつ

御 きや う

かく

ろ うほ

ちや しん

むるい

無 礼 番一

Q.5a>

エユ暑 く7.5a>

署甦 葭

<7.8a>

ブ1三L〈7.15b>

使 く7.23b>

路 中<7.24a>

σ1天習〈7。33a>

在前郵 繕

セ廿 ≡塾く8.11b>

盈 云H<8.14b>

耐1<麟b>華

≦z-<8.zia>

L」フ―一く8.24b>

宴享 く8.25a>

{≡袖く8.40a>

翼轟鞭
9iAIO<9.9a>'

目虐q

臼 窪く9.29a>

や うりくな さ

る

ようい

とうち う

さくしつ

さいせん

はんけっ

御きや うおお

とうちや くい

たしまして

すい さつ

下 陸0人1フ1

<6.2アa>

/11<ア.8a>

路 中く7.13b>

月乍日く7.20a>

在 前く8.9a>

e,CZ<8.9a>

&刈<8.11b>

4一 く8.15b>

Liフ1―<8.18b>

(21)



〈表2>和 語が漢語に改訂された例(重刊本段階)

番

号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

判

12

刊本

表題語

残念

明後 日

献数

少少

儀

委細

上船

早朝

不興

到着す

昨 日

祝儀

原刊本

原文

かな しおそん

しまるして

あさて

へんかす

す こし

御 こころもち

ねん ころに

たた しらる

あかつき

さひ しさ うな

っきまる した

きの う

いわい

対訳文

餐OlL樹

<2.5a>

三≡1≡ヨ<7.18a>

呑}李(蓋数)

<3.6b>

ヌ蓬フ1<4.16b>

ヨ∈フ}召<4.23a>

曇召(極尽)OI

<5.7b>

NHしE-<6.12a>

胡団i<6.16a>

包型 ξ一

<7.11b>

幽s 一く7
.17a>

0モ天il<722b>

祝<10.8a>

改修本

原文

か な しうお も

うて

あ さつて

へんかす

す こし

御 こころもち

ねんころに

御たちある

あかつき

のこ りおお

御 さり

っきまして

きの う

いわい

対訳文

餐LIL倒

<2.7a>

里 里1<7.26b>

忍 ∠卜<3.8b>

ヌヨコ[<4.24a>

芸≡7fo'<4.32b>

≡?zlO―<5.11a>

圧」L卜一く6.17b>

.人仕即く6.23a>

侶 倒 ξ―

<7.17a>

≦≡≧一く7.25a>

QixH<7.33b>

只冒(徳談)

<10」 二.15a>

重刊本

原文

さんねんに

そんしられて

みや うこにち

こんす う

しや うしや う

き

い さいに

御 しや うせん

にお よふ

さうて う

ふ けうに

と うちゃ くつ

かまつ り

さくしつ

しゆうき

対訳文

ONzし1目 羽

<2.72b>

閉後 目蘇:難蚤b蓬

献数 〈3.8a>

ヌ託フ1<4.22b>

望く4.29b>

写蝋 仔細)δ―

<5.9b>

御 上船 劉饗

くs・t5b2鷲 、

黒顛《解1熟》、

≦2―<7.15a>

目El卜

<10」 二.12b>

〈表1>、 〈表2>か ら、原 文 に見 られ る漢語化 の例 をま とめて示 せ ば、 次 の とお りで ある。

(1)固 有語(和 語)が 漢 語 に改 訂 され た例

a.改 修 本 段 階(計61例)

平 座 す,安 心 す,今 目,大 船,水 夫,方 方,姓 名,在 前,病 気(2例),食 事,病 身,着(2例),作 病,
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不 快,珍 重(2例),食 物,委 細,明 日,灸,明 後 日,公 用,帰 国,料 簡(す)(4例),急,手 段,十 分,

二 日三 日,所 持 す,反 答,前 後,恐 悦,自 分,大 酒,祝 言,辞 儀,今A,揚 陸 す,無 礼,城 下,粗 末,

用 意,使 者,路 中,昨 日,最 前,半 月,饗 応,両 人,到 着 す,推 察,享,楽,老 母,邪 心,無 類

b.重 刊 本 段 階(計12例)

残 念,明 後 日,献 数,少 少,儀,委 細,上 船,早 朝,不 興,到 着 す,昨 日,祝 儀

この結 果 を通 じて、次 の よ うな こ とが看取 で きる。 まず漢 語化 の例か らは、 改修本 で61例 、

重 刊本12例 あ り、 改修本 で の漢 語化 が よ り活 発 で あった こ とが分か る。 また 改修本 で漢語 に

入 れ替 え られ た例 か らは、 そ の漢 語 が重刊 本 ま で維持 され る傾 向 がある ことが確認 で きる。

例 えば改修 本 で の漢語 化 の例 、61語 の 内、削 除 されず に重 刊本 ま で維 持 され る個 数 は計41語

で あ る。 そ の 内改 修本 の漢語 が重 刊本 まで維 持 され る例 は、39語(95.1%)に 及 んでい る。

ま た原文 の 漢語 化 と対訳 文 の漢 語化 には、 あ る相 関 関係 が存 在す る ことが 分 か る。 す なわ

ち、原 文 が漢語 に改 訂 され る と同時 に、対 訳文 で もハ ングル が漢語 に変 わってい くの であ る。

〈表1>と 〈表2>の 対訳文 の変化 を調べ て み る と以 下 のよ うにな る。

(2)対 訳文 で の漢語 出現数

a.改 修本 段 階(計36例)

① 原 刊本 の漢語 を踏襲 した例(計15例):

便 δ1,方 方,姓 名,病,伴 病,来 日,対 答,前 後,辞 譲,不 関,使,宴 享,風 流,疑 心,比

o一

② 原 刊本 とは別 の漢語 に改訂 され た例(計10例):

水夫,病 身,明 日,量 見,思 見,手 端,二 三 日,祝言,無 礼0-,路 中

③ ハ ン グル が 漢 語 に 改 訂 され た 例(計11例):

安 心o-,今 日,大 船,在 前,病,食 事,明 後 日,下 陸0フ ―,在前,両 人,老 母

b.重 刊本 段 階(計8例)

① 改修 本 の漢語 を踏襲 した例(計1例):徳 談

② 改修 本 とは別 の漢語 に改訂 され た例(計2例):仔 細,献 数

③ ハ ン グル が漢語 に改 訂 され た例(計5例):明 後 日,御上 船,早 朝,無 料o一 昨 日

(1)で 示 した原 文 の漢語 化 の個 数 と(2)aと(2)bを 比 較 して見 る と、まず 改修 本段 階 で は、原
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文 での漢 語化 の 例61例 の 内 、対訳文 で は36例(59.0%)が 漢 語 で現 れ るこ とが 分 か る。 また 重

刊本段 階 で は12例 の 内8例(66.7%)が 漢語 で現れ てい る。 この よ うな分布 か らは、特 に 重刊本

にお いて 、原文 の漢語化 に 引かれ た対訳 文の漢 語使 用 の傾 向が激 しい こ とが分 か る。

2.2固 有 語 化

一方
、改訂 に よる固有語 化 の例 には 次の よ うな語句 が ある。

<表3>漢 語 が和語 に改訂 され た例(改 修本 段 階)

番

号

1

z

3

4

5

6

7

8

9

刊本

表題語

大切

先度

堪忍

総別

雑言

問安

本

迷惑す

帰島す

原刊本

原文

たいせつ

たいせつ

せんと

かんにんなる

そ うへつ

さ うこん申ま

るせ うか

もんあん

ほんに

めいわ くしま

るする

きとうす る

対訳文

ブiま≡コ1<1.6b>

大 切<2.7a>

先 度 く等.8a>

理<3,4b>

担 ⊆ト

<1.30b>

≡茎⊆1<2.6b>

≡弓⊆1<3,5b>

雑 言<2.14a>

問 安 く2.16b>

zH<3,3b>

9」or(欄 榴)ξ 一

く3.9a>

帰 島 ξ一

<3.20a>

改修本

原文

おお くらまし

う

御 ねんころ

さきころ

つ くろわるる

もと

なに と申ませ

うか

御みまい も申

さつはりと

きの とくに御

さります る

しま よりまい

る

対訳文

フ1≡呈フ1<i.9a>

≡}{ヨof<2 .10a>

先 比 く1.11a>

召く3.6a>

召q―

<1.47a>

呂 ⊆―〈2.9a>

{≡壬⊆1<3.8a>

O
T(淵 λ1a賎、

LPs≒ 〈2.20b覧

皇 一く2ゼ24b》 、

zH<3.5a>

ql9β ―

<3.12a>

醗熱韓
<3.26a>懲 繍_

重刊本

原文

おお くらま し

う

御 ねんごろ

さきころ

御みまいも申

きの とくに御

さ りまする

しまよ りまい

る

対訳文

フizフ1<1,8a>

ヨ 呑」OI〈2.15a>

先比 くi.tOa>

召く3.5b>

皇 一く2,24a>

PI劉 ト参 一

く3.12a>

督9呈 斜s一

く3.25a>
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10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

邪魔

女坊

心 中

苦悩

淵底

雑談

船中

地界

様子

対面

下人

教令

結句

合点

無調法

徒然 さ

肝腎

ちやま

ね うふ

しんち う

くの うあ る

ゑんてい

ごさうたん

せんち う

ちけい

や うす

たいめんにて

けにん とも

きや うりや う

か御 され

けつ く

御かっ てん し

たいに

むて うは う

とせんさに

かんちん

重lofxiO<4.21a>

)1召 く4.24b>

98<4.29a>

1月1≡§―<5.22b>

01己i<5.24b>

御 雑 談く6.5a>

船 中 く6.15a>

地 界 く7.2a>

る{劉 事 情)

<7,12b>

対 面0―

<7.22b>

0ト朗 人ト蕾

く8.3a>

教 令ofof人i一

く8.1to>

5≡皇 ラ{〈8.i6b>

Ohohozl[酬 星

く8.25a>

凋(習 重 契

く9.5a>

o'o'eOH

<9.6b>

昊{雪<9.11a>

さまたけ

おな

こころ

むつか しう

かねて

御 ものかたり

ふね のものな

と

さかい

お もむき

御 あい くたさ

れま して

しもしも

おおせ いたさ

れ

かゑつて

おおせ に した

かい

ささうな しな

さひ しさに

もつはら

剴0―召く4,29b>

x―zib<434b>

00・o<4.40b>

豆1―≡≡}一<5.32b>

OI21<5.35b>

zb<6.7b>

船 中 人z

<6 .22b>

地 界<7.2b>

盤く7;18b>

里人1ニユ<7,33b>

0ト闘 人ト言

く:.〉

し1蓼召

く8.16a>

≡E呈ヲ1<8.24b>

し1弓刈 と 〔H皇

く8.37a>

M(M蕊 契

<9.7a>

召召 う 口N

<9.9b>

a<9.16a>

御 ものかた り

ふねの ものな

と

さかい

しもしも

かゑつ て

おおせに した

かい

さひ しさに

≡壁≡鑑く6、6b>

船 中人z

<6.20b>

地 界く7.2a>

Ol聞 人1言

く8.4a>

ヨ三呈a<8.18b>

LlzAlと 〔珊呈

く8,22a>

召 召 ξ2巳 凹

く9.5b>

(25)



<表4>漢 語 が和 語 に改訂 され た例(重 刊 本段 階)

番

号

1

2

3

刊本

表題語

正体

過怠

不足

原刊本

原文

しや うた いな

く した

くわたい

ふそくな る

対訳文

9!ぐ(人 事)

里 ≡豆―〈1.15b>

過 怠〈4.2a>

不 足0―

<4.t6b>

改修本

原文

しや うたいな

う

くわたい

ふそくなる

対訳文

正体 盟人1

<1.22b>

過 怠<4.2b>

不足 番一

く4.24a>

重刊本

原文

くたひれて

あやま り

ひ んかお ちま

して も

対訳文

困 ξ(x

<1.20b>

窃 量 く4.3b>

CFT.'.°.......

<422b

〈表3>、 〈表4>か ら、原 文 に見 られ る和語化 の例 をま とめて示 せ ば、 次 の とお りで あ る。

(3)漢 語 が和語 に改訂 され た例

a.改 修 本 段 階(計26例)

大 切,先 度,堪 忍,計 別,雑 言,問 安,本,慮 外,帰 島 す,邪 魔,女 坊,心 中,苦 悩,淵 底,雑 談,

船 中,地 界,様 子,対 面,下 人,教 令,結 句,合 点,無 調 法,徒 然 さ,肝 腎

b.重 刊本段 階(計3例)

正体,過 怠,不 足

改修 本段 階 におい て、固 有語化の 例 は計26例 で あ り、漢語化 の例(61語)の 半分 に も及 ば ない。

また 重刊本 で漢 語 が 固有 語 に 替 え られ る例 は 「正 体」、 「過 怠J、 「不 足」 の3語 しかな い。 要

す るに、 固有語 化 の例 は漢 語化 の例 に比べ 、そ の出現数 が 少 ない の で ある。 この よ うな相 違

は、 『捷解 新 語』 改 修 の方 向性 が 固有語 化 では な く、漢語 化 にあ った こ とを示 す もの だ と考

え られ る。

ま た原文 が和 語 に改 訂 され る例 と同時 に、対訳 文 もハ ングル に 替 え られ る例 を示せ ば 、次

の とお りで あ る。

(4)対 訳文 でのハ ングル 出現数

a.改 修本 段 階(計21例)

① 原刊 本 のハ ングル を踏襲 した例(計13例):

フ1z:)1,2ヨq―,呂 〔≡―,zH,登10―zlO,引1召,[≡ 】00,[】 【己1,0f己H人f≡ ≡},呈 星 ヲ諾,人1(HS

契,倒 各 ξ唱H,≡ ≡ 呂
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② 原 刊 本 とは 別 の ハ ン グ ル に 改 訂 され た 例(計i例):U弓 人1と ㎝量

③ 漢 語 が ハ ン グ ル に 改 訂 され た 例(計7例):

♀0{人 ―己}U弓 一,里 一,督 ⊆三里 川4-,Aza,K,皇 人1ヱ,L―2/.lo

b.重 刊 本段 階(計2例)

漢語 が ハン グル に改訂 され た例:司 暑,LId_CT

(4)aは 改 修本 段階 におい て、 ハ ン グル で現 れ る例 を示 した もので ある。 改修 本 段 階で は、原

文 の和語 化 の 個数26例 の 内21例(80.8%)が ハ ン グル で、 また重 刊本 段 階 では、3例 の 内2例 が

ハ ングル で現 れ てい る。 この よ うな分布 を通 じて 、原文 の和語 化 は、対 訳文 のハ ン グル 化 に

影 響 を与 えてい るこ とが分 か る。

以 上 、『捷 解新 語 』語 種変 化 の 様 相 を調 べ て きたが 、語種 改 訂 は原 文 と対 訳 文 の両 方 に、

次 の傾 向 を指 摘す る ことがで きる。 ま ず漢 語化 の 場合 、改訂 を重 ねる ほ ど漢語 が増 加 してい

る こ とが分 か る。 この時、一旦 漢語 に改訂 され た単 語は、重 刊本 まで維 持 され る傾 向が強 い。

ま た固有 語化 の場 合 、漢 語化 の例 に比 べ 、そ の 出現数 が少 ない。 が、原 文の 固有 語化 の例 に

該 当す る対訳 文 はハ ングルで 現 れ てい る場 合 が ほ とん どで あ った。 この よ うに、 対 訳文 の語

種 は、原文 の語 種 に干渉 を受 けて い る こ とが看 取 で きる。

3.語 彙 改訂 の方 向性

本 章 で は、2章 での語 種改 訂 の分 析 結果 を基 に、『捷解 新語 』語 彙改訂 の方 向性 につい て述

べ る。 その た めに 、まず 語種 改 訂 以外 に行 われ た 『捷解 新語 』 の改訂 内容 を確 認 す る必要 が

あ るだ ろ う。 また他 の改訂 と比べ 、 語種 改訂 が 占め る比 率を調べ る。

〈表5>『 捷解 新語 』原 文で の語 彙 改訂 の類型(`}

段階

類型

原刊本→改修本

(比率)

改修本→重刊本

(比率)

漢語化

61

(17.2)

12

(11.4)

和語化

26

(7.3)

3

(2.9)

接 辞 交替fix)

94

(26.6)

is

(14.3)

単語削除

173

(as.9)

75

(71.4)

総計

354

ios

〈表5>は 、原 文 の変 更 を類 型別 に分 け、 そ の分布 の変化 を示 した もので ある。 この結 果 を通

じて、全 体 の変化 類型 の 中、語種 変 化 が 占めて い る分布 は、改修 本段 階におい て は、合 計354
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例 の 内87例(24.5%)で 、 重 刊本 段階 にお い て は、合 計105例 の 内15例(14.3%)で あ る。 この よ

うな分 布 か ら、 『捷解 新語 』 の改訂 にお い て、語 種 の変 更 が改 訂 内容 の重 要 な一 部分 を 占め

ていた ことが推測 でき るだ ろ う。

漢語 化 の例 は、 改修 本 と重 刊本 の順 に、各 々61語(17.2%)と12語(11.4%)で あ るが、和 語化

の例 は 、各 々26語(7.3%)と3語(2.9%)に 過 ぎ ない。 この分 布 の変 化 か ら も、 あ る程度 『捷解

新 語』 の語 種 改訂 の意 図 を推 察す るこ とがで きる が、 よ り正 確 な結 果 を得 るた めには 、各 刊

本 全体 を検討 す る必要 が ある。

そ の ため 、 こ こで は金基 民(1995:109)の 調 査表 か ら、 原文 の語 種別 の異 り語数(e)部分 を引

用 し、その 比率 を加 えて〈表6>に 示す 。

〈表6>『 捷解新語』原文の語種別の異 り語数

刊本

語種

原刊本

(比率)

改修本

(比率)

重刊本

(比率)

漢語

420

(27.9)

474

(zss)

426

(30.3)

和語

1,062

(70.6)

1,169

(70.3)

968

(68.8)

混種 認9}

23

(1.5)

20

(i.z)

14

(0.9)

計

1,505

1,663

i,aos

〈表6>か らは、 改訂 の方 向性 を読 み取 る こ とがで き る。 全 体 と して も、 改訂 を通 じて漢 語 が

増 加 して ゆき、和 語が少 しず つ減 少 す る傾 向が あ る。

また対訳文での漢語と固有語の用例数を数えた結果を示しておく。

〈表7>『 捷解 新語』対 訳 文 の語 種別 の異 り語 数(t°)

刊本

語種

原刊本

(比率)

改修本

(比率)

重刊本

(比率)

漢語

514

(26.6)

566

(zs.z)

534

(33.4)

ハングル

1,419

(73.4)

1,438

(71.8)

1,064

(66.6)

計

1,933

2,004

1,598
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〈表6>と く表7>を 比 較 してみ る と、語 種 に 関 して はその 各刊本 内 にお け る比率 も大 差 な く、 ほ

ぼ同 じよ うな分布 にな って い る こ とが 分 か る。 この よ うな語 種分布 の 類似性 が見 られ る こ と

は 、対 訳 文の語種 が原文 の語 種か ら、影 響 を受 けてい た ことを示唆 す るだろ う。

前 章で は 、原文 の語種 改訂 と対 訳文 の それ とは、相 関関係 が存 在す ること を確 認 したが 、

〈表6>と 〈表7>か らもそれ と同趣 の相 関 関係 を見 るこ とがで き る。 つ ま り、<表6>の 原 文で の

漢 語使 用 が増加 してい くこ とにつれ て 、対 訳 文 の漢語 も増 えて い くこ と、逆 に言 えば、原文

の 和語 が 減少 す る のに応 じて、 対訳 文 のハ ングル も少 な くな って くる。 この よ うな 現象 か ら

は、『捷 解新 語』 の原 文 と対 訳文 に共 通 す る改訂 意識 が存在 した 可能性 が窺 える。

4.語 種改 訂 の 目的

『捷解 新 語』の語 種改 訂 には 、改修 本 で は固 有語 が漢語 に入れ替 わ る例が多 い こと、ま た、

一 旦 固有 語 か ら漢 語 に変 わ っ た単語 につ い ては
、重刊 本 までそれ が維 持 され てい る傾 向があ

る こ とを指摘 したが 、 こ こで 問題 とな るの は、 司訳院 の朝鮮 通 訳官 は、 この よ うな改訂 を ど

うい う目的 で行 った か とい う点 で あ る。『捷 解新 語 』 の改訂 に 日本人 が 関与 した とい う事実

は、改 修本 と重 刊本 の序 の記 述か ら確 認 で き る。

乃登塗使諸課 與彼人之護行者 互相質難遂段更改(『捷解新語』改修本、序3a)

在行中窪主其事 與倭人之護行者 互相質難遂段萱改(『捷解新語』重刊本、序lb-2a)

した が って 、 この 間題 の解決 には 中世 と近世 日本 国 内文献 で の漢語 に対 する認識 を調べ る必

要 が あ るだ ろ う。 近 世 日本 国 内資料 にお い て、 和語 と漢語 に対 して は、 意識 の違 いが 見 られ

る。

『か た こ と』 で は、

一 きのふ お と Σひ といふ べ き を、 さ く じっ、 一 さく じっ といひ。 あす 、 あ さてを、 みや うに

ち、み や うごに ちぞ な どいふ や うの こ とは、児 喝食 若 き女房 に は似 つ かは しか らずや 、 よ

うつ 是 に濫 へ て知 べ しと云 り。 され ど時 に したか ひ、 品に よ りて 、い はず して叶 は ぬ こ と

も侍 るべ し。(『か た こ と』 巻一 、21a-21b)`1'〕
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としてい る。 この よ うに 、漢語 を使 うこ とは、児童 ・若者 ・女房 には相 応 しくな い こ とで あ

る と指摘 し、た だ し、場合 に よって漢 語 を使 わなけれ ば な らな い時 が あ るこ とを述べ てい る。

これは 固有語 と漢語 の使 用 を位相 の問題 と関連 づ けて把 握 して い るのだ ろ う。

漢語 の使 用 を位 相 の問題 と把握 した記述 は、 中世 キ リシ タ ン資料 の記 述 に も見 られ る。 ロ

ドリゲス は 『日本 大文典 』 Ω2)(5頁)では 、 日本 語 の語 彙 の構 成 にっ い て 、次 の よ うに述 べ て

い る。

一般 の 日本語 は
、す べて の ことに、支 那お よび 日本 を意 味す る`和,漢'(Va,Can)、 又 は`漢,

和'(Can,va)の 二語 に よって 示 され る二 通 りの語 が あ る。 そ の一 つ は`こ ゑ'(Coye)と 呼ばれ

て、 支那 語 を意味す る。 他 は`よみ'(Yomi)と 呼ばれ て、 固 有の 日本 語 を 意味 す る。 か く し

て、 日本 語 は、`こ ゑ'の混 じない本 来 の純 粋 な`よみ'で あ るか 、(i)`よ み'に 少 し く`こゑ'

の混 じた もので、すべ ての 人に通用 す る もので あ るか 、(2)`こ ゑ'の 多量 に混 じた もの で、

や や 荘重 であ り 日本人 が普通 に は文書 に用 ゐ、 重 々 しい 身分 の者 とか 学者 とかが 談話 に

用 ゐ る ところの もの で ある か、(3)純 粋 の`こゑ'の み の もの で 、最 も晦 渋 で あ り、坊 主 が

仏 典 の上 で使 ふ ところ の もので あ るか 、そ のいつ れ か であ る。(引 用 者 注:下 線 ・番 号 は

筆 者が 付 した もの)

ロ ドリゲ スは、 ヨミ(和 語)と コヱ(漢 語)を 区分 し、場面 と話 し手 の身分 に よって漢 語使 用 量

が異 な る ことを指摘 してい る。まず(1)の よ うに、和語 が多 い もの は普通 の 話で あ る。また(2)

の よ うに 、漢語 が多 い ものは文書 の な かで用 い られ る か、身 分 が高 い人 や 学者 の 談話 に用 い

られ る と把 握 して い る。 そ して(3)で は 、純粋 な漢 語 のみ の もの は 、仏 典 の よ うに宗 教 的 な

特殊 な場合 に使 われ る ことを述べ てい る。

『か た こ と』 と 『日本大 文典』 の記 述 は 『捷解 新語 』改 訂 の 目的 を知 るた めに 、重 要 な手

が か りに な る。 す なわ ち 『捷解 新語 』 の語 種 改訂 の方 向性 は 、 ロ ドリゲ スが 言 う(1)の 文 章

か ら(2)の 文章 へ の改訂 であ った だろ う。 これ は 「重 々 しい身 分 の者 とか学 者 とか が 談話 に

用ゐ る と ころの もの」 への改 訂で あった と考 え られ る。

この 事実 は 『捷解 新語 』 の編 纂 目的 か らも裏 付 け られ るだ ろ う。 す な わ ち、『捷解 新 語 』

は 、倭学 訳官 を対象 に した 教科書 で あ り、外交 実用 書 として の役 割 も果 た した。 そ こで、 改

訂時 に は、外 交実務 に相応 しくない言 葉 を置 き替 える必要 が あ った だ ろ う。 この よ うな 目的

に相応 しい表現 は、 当時にお いて は漢 語 の多用 に よって実現 で きた ので あ る。

本稿で考えてきた 『捷解新語』の語種改訂は、朝鮮通訳官による、厳かな表現に変えると
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い う目的意 識 の 下で行 われ た意 図 的 な改 訂 であ った と考 え られ る。 そ の結 果 、『捷解 新 語』

の文 章 は、 ロ ドリゲ スが 言 う 「荘 重 」 な雰 囲気 の文章 に替 え られ るこ とにな った のだ ろ う。

〈注〉

(1)亀 井 孝(1958)、 安 田章(1965)、 安 田章(1966)、 浜 田敦(1981)、 大友信 一(1981)、 李 明姫

(1987)、安 田章(1991)等 参照。なお 『捷解新 語』の語彙、および他 の部門 にっいての研究史 は、

辻 星児(1997)参 照。

(2)安 田章(1970)、 森 田武(1973)等 参照。

(3)古 田和子(1987)、 韓先 煕(199D、 新裕美(1991)、 金基民(1995)、 池景来(2000)等 参照。

(4)日 本語 単語はその起源 によって和語 ・漢語 ・外来語等の 「語種」 に分け られ るが、 ここで

は朝鮮語の語種 も一緒 に検討す るため、漢語 と固有語(和 語、ハ ングル)に大 きく分 ける。また

本稿 で使 う 「ハ ングル 」は 、朝鮮 固有語 の意味で用いる。

(5)山 田孝雄(1994:41)で は、 「主 として漢音 ・呉音 を以て よば る ～語 を さす もの といふべ く、

又唐音 ・宋音な どを以て よばる Σ語 を含 めていふべ きものあるこ とをこ 、に認 めた り」 と し、

音韻的な観点か ら 「漢語」 を規定 してい る。本稿で使 う 「漢 語」もこの ような音韻的な規定 に

従った用語であ る。

(6)『 捷解 新語』は改訂 に際 して、その内容の内、公務に相 応 しくない場面は、その場面全体

が削除 され る場合が多 い。 筆者 の調 査に依れ ば、場面削除に よる単語 削除の個数は、改修本段

階で100例 、重刊本段階で305例 が見 られ る。 こ うい う場面削除による単語削除は調査対象 か ら

除いた。

(7)敬 語的接辞 「御」や、複数 の接 辞 「衆」等の改訂がここに該 当す る。

(8)『 捷解新語』 は改訂時 において、単語の総数の 出入 りがあ る。改訂 の方向性 を知 るために

は、異 り語数 の分布 を調ぺ 、また全体例 か らの比率 を比較す ることが有効だ ろ う。

(9)『 国語学大辞 典』(1980:743)で は 「語種 を異 にす る語の複合 した もの」 と定義 している。

また対訳 文では混種語 と認 め られ る ものが見 つか らなか ったた め、〈表7>で はこの欄 を別 に表

示 しない。

(10)こ の結 果は筆者が入力 した 『捷 解新語』 コーパ ス資料 を用いた。 一の 目安 として 出 した

結果で ある。

(11)翻 字は 『かた こと』(『 国語 学大系』第十九巻)に拠 る。また下線は引用者 による。

(12)日 本語訳は 『日本大文典』(土 井忠生訳註、1955)に 拠った。
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